


－作業療法体験談－

歩行訓練
―リハビリ体験記③―
       さいたま市　   F さん

　私は歩くことが、ことのほか好きである。自
由な行動の大前提であるし、躍動や開放を期待
させるからだ。ランニングもウォーキングの延
長線上に位置づけられる。しかし、2022 年 3
月に誤嚥性肺炎のために入院してから 1か月も
ベッドに縛り付けられていると、気が付いたと
きはまったく歩けなくなってしまっていた。ま
るで浦島太郎のようだ。このままでは早くも寝
たきり状態になってしまう――と焦った。
　幸いリハビリ特化型医療施設に次に転院する
ことが決まっていた。1年前に入院したところ
で勝手はわかっている。この施設ではリハビリ
は目標を定めて計画的に進められる。私の目標
は、「家族の介護負担をできるだけ軽減する」
とされた。

　〈66 歳男性。2017 年、61 歳で多系統萎縮症
を発症。症状悪化のため 64 歳で勤めを辞め自
宅で療養に専念していたが､発症から 5年を経
た2022年3月、誤嚥性肺炎にかかり、治療・手術・
リハビリのために 3か月の入院を余儀なくされ
る。現在自宅での療養生活に戻る。〉

医師からの病名宣告を受けてからの徐々に生じ
る身体機能の変化と心の葛藤について記された
「再スタート」「リハビリ体験記②」については

こちらから

　１年前の入院の際には「今後、介護を必要と
しない現状維持」でという目標を掲げた前回と
は家族の介護にもはや依存しなければならない
という点が異なる。それだけ症状が深刻になっ
たことはいうまでもない。
　訓練は理学、作業、言語３分野の療法士がそ
れぞれ 20 分ずつの計 60 分間マン・ツー・マン
で、日曜・休日を除く毎日指導する。入院期間
は原則 1か月。ただし、退院後のリハビリの継
続を保証する生活環境が整っているとみなされ
なければ認められない。私の場合、入院期間が
7週間と長くなったのはリハビリを継続するた
めのデイサービスが、なかなかみつからなかっ
たことが関わっている。前年の入院でもデイ
サービスを探すよう助言された。その時はケア
マネに相談して、週 1回軽度の歩行訓練を提供
するサービスに通った。良心的なスタッフがそ
ろっていたが、車椅子を常用するようになると
対応が難しそうであったため、病状の悪化にと
もない辞めざるをえなかった。その結果、従来
の訪問リハビリが週 1回 1時間だけであった。
残るは自主トレとなったが、その頃体調が悪
かったこともあって訓練はさぼりがちになり、
肺炎により入院とあいなったという次第であ
る。結局歩行訓練の設備が整っている業者はな
かなか見つからず、継続課題として退院が認め
られた。
　退院が延期されたのは階段の昇降がなかなか
スムーズにできないからでもあった。私の自宅
は一戸建て二世帯住宅で、私の家族の居住ス
ペースは２・３階である。つまり日常生活に階
段の昇降ががっちり組み込まれているのだ。で
きなければ退院後の通院などに支障が生じるど
ころか日常生活のあり方を全般的に見直さなけ
ればならない。そんなわけで寝たきり状態にな
るわけにいかず、あれこれと心配していた。

「リハビリ体験記②」「再スタート」



訪問リハビリ中（F様の歩行練習の様子）を描いた
奥様のイラスト

　実際に訓練を始めると、根が運動好きなもの
だから、のめり込んでいった。リハビリのため
の歩行訓練――平行棒、歩行器、階段の昇降な
どの課題に、たどたどしい動きながら嬉々とし
て取り組んだ。
　この施設では、歩行訓練はもとより足のスト
レッチも理学療法士の担当だが、私が毎回、歩
きのトレーニングをせがむので、作業療法士さ
んから「足のストレッチが不足しているようだ
から、自分がやってあげる」とありがたい申し
入れがあった。言語療法士さんも側面から支援
していただいた。看護師向けに、車椅子への乗
り降りの世話を性急にしないようお願いする説
明を写真入りで作成して，私の車椅子に付けて
くれた。低血圧が続いていた私は、めまいや立
ち眩みに悩まされていたため、急に動くのは禁
物だったからだ。
　動けばそれまでなかった食欲も出るし、夜も
良く眠れる。充実感もある。一種のスポーツと
いえる。目標達成もさることながら、目標への
プロセスが楽しめるからだ。苦手だった階段の
昇降を克服するため、秘密の “特訓” もやった。
足の鍛錬に効果が大きいスクワットをやろうと
思ったが、院内のルールで勝手なトレーニング
は禁止されているし、正規の活動としてやるほ
どのことではない。一計を案じてトイレに行っ
た際ひそかに便器から手すりを利用して 5回自
力で立ち上がりのトレーニングをやることにし
た。1度に5回、3度やれば15回……うまくいっ
た。想定外だったのは、ずっと付きっきりの看
護師が一人いたことだが、大丈夫だと思ったの
か、最後までとどまったのは最初だけで、その
次からは入って腰かけさせると、すぐに「終わっ
たらナースコールを押してください」と言い残
して出ていった。
　こうして課題の階段昇降も解決して退院にこ
ぎつけた。しかしながら、実はまだ目標達成し
ていない。この文章を書いている今も（2023
年 2月現在）なお車椅子生活である。

　退院後、訪問リハビリは理学療法士に加え作
業療法士の方もお願いし、週２回各 1時間スト
レッチを中心に立ち方、歩く姿勢などをチェッ
クしていただいている。お二人とも私の生活空
間と病状に即して最適なリハビリを心掛けてい
ただいており、研究熱心でもある。また、スポー
ツジムのような設備の整ったデイサービスもケ
アマネの尽力により見つかり、週 1回通ってト
レーニングに励んでいる。
　それでも 1年前に比べると動きは悪くなって
いる。自主トレの手抜きのせいかもしれない。
まあ、発症からそろそろ 7年目になろうという
のに寝たきりどころか、昼間ベッドで休むのも
まれだ。症状の悪化は仕方ないので、果しえな
かったことは今後の課題として、今回はこれで
よしとしよう。
　この 1年間、療法士をはじめ医師、看護師な
ど多くの医療・介護関係者のお世話になりなが
ら、ろくに挨拶もしてこないままにしてきた
方々に対して非礼をお詫びするとともに、心か
ら御礼を申し上げる次第である。また、この拙
い文章を長々と掲載していただいた本誌編集に
携わる方々にも謝意を述べさせていただきた
い。目標となっていた介護負担の軽減をはかる
どころか、かえって負担を過大にしてしまった
拙文の挿絵の作者・妻にも、この場を借りて感
謝の意を伝えたい。
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広報誌「彩り」をご愛顧いただき 
誠にありがとうございます。 
この度、「彩り」の更なる彩り（向上）を目指し、 
皆様の貴重なご意見を参考にしたいという考えから、 
アンケートを実施することになりました！！ 
皆様のご回答を、彩りスタッフ一同、 
心よりお待ちしております！！ 

アンケートにお答えいただいた皆様には、御礼の気持ちと
して をプレゼントいたします。 
希望される方はアンケート内に送り場所と名前のご記入
をお願いいたします。 
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